
支え合えるまちへ

熊本地震からの復興 現地報告

益
城
町

宇城市

熊本県宇城市豊野町響原地区に建

設されている災害公営住宅の完成予

想図。左が みんなの家 災害公営

住宅の木造長屋は庭付きで、住民同

士のコミュニケーションが生まれや

すいよう開放的な設計となっている

熊本県益城町広安西Ａ工区地区で

は 年の完成に向けて造成が進む

同地区災害公営住宅の完成予想図

震
度
７
を
記
録
し
、
死
者
（
災

害
関
連
死
を
含
む
）

人
と
被
害

が
最
も
大
き
か
っ
た
益
城
町
。
地

震
発
生
か
ら
約
８
カ
月
後
の
２
０

１
６
年

月
に
は
町
が
復
興
計
画

を
策
定
、
翌

年
３
月
に
被
災
市

街
地
復
興
推
進
地
域
の
都
市
計
画

決
定
を
行
っ
た
。
益
城
中
央
被
災

市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

も
今
年
度
か
ら
始
ま
り
、
約

年

が
か
り
で
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る

広
安
西
地
区
（
Ａ
工
区
）
で
は
土

地
造
成
が
進
行
中
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｒ

に
よ
り
、
敷
地
面
積
約
１
万
平
方

㍍
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
Ｒ
Ｃ
）

造
り
５
階
建
て
２
棟
が
建
て
ら
れ

る
。
２
Ｄ
Ｋ

戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

戸
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

戸
と
多
様
な
世

帯
が
入
居
可
能
で
、
地
域
の
「
ふ

れ
あ
い
の
場
」
と
な
る
開
放
的
な

共
用
空
間
も
設
け
ら
れ
る
。
今
年

２
月
に
着
工
し
、

年
３
月
に
完

成
予
定
。

現
地
を
案
内
し
て
く
れ
た
船
渡

川
基
嗣
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
熊
本
震

災
復
興
支
援
室
計
画
課
長
‖
写
真

‖
は
「
こ
こ
は
熊
本
市
域
と
接
し
、

通
勤
に
も
便
利
で
住
民
の
人
気
も

高
い

道
路
も
拡
幅
さ
れ

周
囲
の

環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域

の
防
災
拠
点
に
も
な
れ
る
よ
う
整

備
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

熊
本
県
全
体
の
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
状
況
（
県
土
木
部
建
築
住

宅
局
住
宅
課
調
べ
、

年

月

日
現
在
）は
、
建
設
予
定
戸
数
（
１

７
４
３
戸
）
の
う
ち
設
計
等
着
手

が
１
６
９
５
戸
(

％
)
、
工
事
着

手
が
７
６
２
戸
(

％
)
で
、
す
で

に
工
事
が
完
了
し
て
い
る
の
は
１

１
２
戸
(
６
％
)
。
今
月
末
ま
で
に

は
宇
城
市
で
累
計

戸
、
益
城
町

で
計

戸
が
完
成
す
る
見
込
み
。

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
は
こ
れ
か

ら
佳
境
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

ふれあい生む地域の拠点 公営住宅整備

日々の安心 土台を築く

守
田
憲
史
・
宇
城
市
長

｜
｜
災
害
復
興
の
現
状
は
。

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
少

し
ず
つ
建
ち
、
街
並
み
も
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
仮
設

住
宅
に
い
る
被
災
者
は
３
年
を
め

ど
に
出
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
市
で
は
災
害
公

営
住
宅
を
２
０
０
戸
用
意
す
る
予

定
で
、
希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ

る
つ
も
り
で
す
。

｜
｜
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う

に
。

本
市
は
ち
ょ
う
ど
平
成
の
大
合

併
で
特
例
的
に
起
債
で
き
る
地
方

債
を
活
用
し
て
お
り
、
そ
の
期
限

が

年
に
切
れ
る
予
定
で
し
た
。

特
例
債
は
建
設
事
業
費
の

％
に

充
当
で
き
、
国
が
返
済
の

％
を

負
担
し
て
く
れ
ま
す
。
今
回
の
地

震
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

こ
の
特
例
債
を
財
源
に
復
興
を
進

め
、
ま
ず
緊
急
物
資
の
集
配
セ
ン

タ
ー
や
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

着
手
し
ま
す
。
合
併
以
前
の
町
に

あ
っ
た
公
民
館
な
ど
の
公
的
施
設

を
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
」
方
式
で
再
配
置
し
、
市
内

６
カ
所
に
防
災
拠
点
を
設
け
、
人

口
の
半
分
に
あ
た
る
約
３
万
人
が

避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
国

や
県
の
支
援
は
本
当
に
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ

ス
事
業
」
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
す

ね
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゼ
ロ
」
（
旧
ワ
ー
ル
ド
ト
レ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
跡
地
）
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
が
で
き

れ
ば
い
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
く
ま
も
と
ア

ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
」
に
よ
っ
て
す

ば
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
「
み
ん
な

の
家
」
（
集
会
所
）
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
住
民
の
期
待
を
集
め

て
い
ま
す
。

｜
｜
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
基
本
協

定
を
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
。

市
に
は
技
術
者
を
含
め
て
マ
ン

パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、
自
治
体
と
し

て
の
限
界
が
あ
り
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
さ

ん
に
は
復
興
事
業
の
入
札
基
準
づ

く
り
や
区
画
整
理
事
業
な
ど
東
日

本
大
震
災
の
経
験
を
も
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
対
応
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

｜
｜
震
災
の
教
訓
は
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
は

被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
面
を
含
め
て

４
、
５
年
目
が
大
変
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
手
を
抜

く
こ
と
な
く
着
実
に
復
興
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
地
震
発
生
時
に
は
、
新

潟
県
中
越
沖
地
震（
２
０
０
７
年
）

で
被
災
し
た
柏
崎
市
が
初
動
期
対

応
を
ま
と
め
た
公
開
資
料
が
大
変

役
に
立
ち
ま
し
た
。
い
ま
や
日
本

各
地
で
災
害
が
相
次
い
で
い
ま
す

し
、
本
市
と
し
て
も
今
回
の
経
験

を
検
証
し
今
後
の
災
害
に
ど
う
対

応
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ノ
ウ

ハ
ウ
や
教
訓
な
ど
を
ま
と
め
て
公

開
し
て
い
き
ま
す
。

災害に向き合った経験公開していく

宇
城
市
で
は
２
０
１
６
年
４
月

日
の
前
震
が
震
度
６
弱
、

日

の
本
震
が
６
強
を
観
測
。
２
０
０

５
年
に
不
知
火
町
、
松
橋
町
、
三

角
町
、
小
川
町
、
豊
野
町
が
合
併

し
て
新
し
く
市
制
（
現
在
、
人
口

約
５
万
９
５
０
０
人
）
を
し
い
た

同
市
で
は
死
者
（
災
害
関
連
死
を

含
む
）

人
を
出
し
た
。
家
屋
の

被
害
も
多
く
、
災
害
公
営
住

宅
（

１
）
と
し
て
建
設
さ
れ

る
の
は
２
０
０
戸
程
度
。
益
城
町

（
６
８
０
戸
）
、
熊
本
市
（
３
２

６
戸
）
に
次
い
で
多
い
。

こ
の
う
ち
｢
く
ま
も
と
ア
ー
ト

ポ
リ
ス
事
業
｣
(

２
)
と
し
て
建

設
さ
れ
る
の
が
、
宇
城
市
豊
野
町

響
原
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
。
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
が
自
治
体
か
ら
の
要

請
で
住
宅
を
建
て
、
完
成
後
に
自

治
体
に
譲
渡
す
る
方
式
（
買
い
取

り
）
で
、

年

月
に
着
工
し
、

今
年
１
月
に
完
成
す
る
予
定
だ
。

敷
地
面
積
は
約
９
８
０
０
平
方

㍍
。
「
団
欒
の
住
ま
い
」
「
団
欒

の
庭
」
を
掲
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
環
境
デ

ザ
イ
ン
が
工
夫
さ
れ
、
各
戸
に
は

家
庭
菜
園
も
で
き
る
庭
が
あ
り
、

庭
を
と
お
し
て
隣
人
と
の
交
流
も

で
き
る
。

住
宅
部
分
は
長
屋
形
式
の
木
造

平
屋

棟
で
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
約

平
方
㍍
）

戸
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
約

平
方
㍍
）
７
戸
の
計

戸
。
高

気
密
高
断
熱
で
、
静
か
で
落
ち
着

い
た
個
室
を
北
側
に
配
し
、
居
間

や
水
回
り
や
玄
関
を
南
に
面
し
た

庭
側
に
配
置
。
近
所
と
の
付
き
合

い
が
広
が
る
よ
う
に
ぬ
れ
縁
も
あ

り
、
自
然
に
開
か
れ
た
設
計
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
｢
み
ん
な
の
家
｣
と
し
て

木
造
平
屋
(
約
１
３
３
平
方
㍍
)
の

集
会
所
が
あ
り
、
多
世
代
の
交
流

の
場
と
し
て
和
傘
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
柱
に
よ
る
空
間
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
集
会
所
を
核
に
住
民

た
ち
が
互
い
に
支
え
合
え
る
よ
う

に
｢
す
り
鉢
広
場
｣
と
い
う
大
き
な

庭
も
で
き
る
。
住
宅
に
隣
接
し
て

市
営
住
宅
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
も
あ
り
、
地
域
全
体
の
団

欒
の
場
に
な
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

月

日
に
行
わ
れ
た
内
覧
会

で
は
、
住
民
か
ら
「
新
し
い
木
の

香
り
が
し
て
、
す
て
き
だ
」
「
思

っ
た
よ
り
も
住
み
や
す
そ
う
だ
」

な
ど
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。

現
地
を
取
材
中
に
出
会
っ
た
被

災
住
民
の
女
性
(

)
は
「
入
院
し

て
い
た
母
が
退
院
し
た
ら
２
人
で

住
も
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
そ

の
母
も
つ
い
先
日
亡
く
な
り
、
結

局
は
１
人
で
住
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
前
庭
で
菜
園
づ
く
り
を
楽
し

め
そ
う
だ
け
ど
、
周
り
は
知
ら
な

い
人
ば
か
り
だ
け
に
不
安
も
あ
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
熊
本
震
災
復
興

支
援
室
の
船
渡
川
基
嗣
・
計
画
課

長
は
「
住
宅
の
管
理
、
運
営
は
基

本
的
に
住
民
の
自
主
性
に
委
ね
ら

れ
る
。
『
み
ん
な
の
家
』
の
カ
ギ

の
管
理
や
掃
除
な
ど
の
ル
ー
ル
作

り
を
通
じ
て
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
と
良
い
。
市
が

や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
」
と
語
る
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に

も
関
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
「
東

北
３
県
の
津
波
被
災
で
は
街
全
体

で
復
興
す
る
と
い
う
『
面
』
的
な

課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
熊
本
地

震
の
場
合
は
被
災
家
屋
が
『
点
』

と
し
て
散
在
し
て
い
る
地
域
が
多

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
意
向
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
東
北

の
復
興
事
業
の
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
付

け
加
え
た
。

２くまもとアートポリス

１ 災害公営住宅

環境デザインへの関心を高

め 都市文化 建築文化の向上

を図り、文化情報発信地とし

て後世に残る文化的資産を創

造するために熊本県が全国初

の試みとして取り組んでい

る。コミッショナーを建築家、

伊東豊雄氏に依頼。建築物

景観整備や公共施設、住宅団

地など公共性の高いプロジェ

クトを中心に進めている。

災害で自宅を失い、自力で

は生活再建が難しい被災者に

安い家賃で貸し出す住宅。国

の補助を受けた県や市町村が

整備し、維持管理する。家賃

は所得によって異なる。

多世代がつながる「みんなの家」の可能性

▶
「
み
ん
な
の
家
」
の
外
観
イ

メ
ー
ジ
◀
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
ら
れ
た
内
部
。
和
傘
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
柱
が
特
徴
的
だ

ぬ
く
も
り
と
交
流
の
住
ま
い
を

「
事
前
防
災
」へ
ノ
ウ
ハ
ウ
注
ぐ

｜
｜
い
ま
の
取
り
組
み
は
。

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
宇
城

市
（

戸
）
、
益
城
町
（
３
２

２
戸
）
、
御
船
町
（

戸
）
、

嘉
島
町
（

戸
）
の
１
市
３
町

計
４
５
３
戸
、
県
全
体
の
災
害

公
営
住
宅
の
約
４
分
の
１
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
の
復

興
支
援
室
に
職
員

人
を
派
遣

し
、
そ
の
う
ち
の
９
人
が
東
日

本
大
震
災
の
復
興
事
業
の
経
験

者
で
す
。
津
波
と
熊
本
地
震
の

よ
う
な
内
陸
型
（
活
断
層
型
）

地
震
と
で
は
被
災
状
況
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
復
興
事
業
の
教
訓
を
生
か
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

｜
｜
行
政
側
か
ら
は
ノ
ウ
ハ

ウ
へ
の
期
待
が
あ
り
ま
す
ね
。

多
く
の
宅
地
造
成
・
住
宅
建

設
を
実
施
し
て
き
た
私
た
ち
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
集
積
が

あ
り
、５
業
種（
土
木
、
建
築
、

機
械
、
電
気
、
造
園
）
の
人
材

グ
ル
ー
プ
を
一
括
し
て
投
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
で

も
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
土
木
事
業

か
ら
仮
設
住
宅
、
復
興
住
宅
の

建
設
に
至
る
ま
で
監
督
、
検
査

な
ど
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
、復
興
事
業
の〝
目
利
き
〞

も
で
き
ま
す
。

｜
｜
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ

リ
ス
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
。

宇
城
市
豊
野
町
響
原
地
区
の

「
み
ん
な
の
家
」
（
集
会
所
）

で
は
、
住
民
の
顔
が
見
え
る
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

を
意
識
し
た
環
境
デ
ザ
イ
ン
を

取
り
入
れ
ま
す
。
宇
城
市
だ
け

で
は
な
く
、
益
城
町
の
集
合
住

宅
な
ど
も
住
民
が
集
ま
り
や
す

く
、
使
い
勝
手
の
い
い
住
宅
を

造
る
た
め
に
私
た
ち
の
技
術
を

生
か
し
た
い
。
市
や
町
が
計
画

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
い
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
環
境

デ
ザ
イ
ン
と
建
設
の
ス
ピ
ー
ド

感
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す

ね
。｜

｜
最
近
、
大
規
模
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
が
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
下
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た

〝
事
前
防
災
〞
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
重

視
し
、
行
政
施
設
の
再
点
検
や

地
域
の
防
災
拠
点
づ
く
り
が
大

事
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
非
常
時
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
を
考
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
も
こ

れ
ま
で
の
教
訓
を
生
か
し
な
が

ら
自
ら
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

西周健一郎・ＵＲ都市機構九州支社長

阪神淡路大震災から 年、東日本大震災からも間もなく８年を迎える。熊本地震からは３年

がたとうとしているが、被災の教訓を生かしたまちづくりが進んでいる。環境デザインなどを

意識した「くまもとアートポリス事業」と連携し、被災者によるコミュニティーづくりに配慮

した災害公営住宅も今春、完成する。熊本県宇城市、益城町の現地から報告する 【池田知隆】

年(平成 年)1月17日(木)　　年(平成 年)1月17日(木)　　


